
貴
重
な
暮
ら
し
の
記
録

　
58
年
に
渡
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
情
報

を
伝
え
て
き
た
広
報
と
ね
。
こ
の
よ
う
に

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
時
代
ご
と
の
町
の

姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
、
貴
重
な
資
料
で

あ
る
こ
と
が
、あ
ら
た
め
て
分
か
り
ま
す
。　

　
春
木
先
生
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
広

報
誌
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、伺
い
ま
し
た
。

　
「
広
報
誌
は
、
町
の
政
策
を
伝
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
町
民
の
日
常

に
寄
り
添
っ
た
記
録
と
し
て
も
価
値
が
あ

る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。特
に
、ネ
ッ

ト
の
時
代
に
な
っ
て
、
町
民
だ
け
で
は
な

く
多
く
の
人
々
が
見
る
よ
う
に
も
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
数
十
年
後
、
時
代

が
変
わ
っ
た
時
に
、
あ
っ
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
、
利
根
町
の
日
常
の
日
々

の
記
録
と
し
て
も
、
広
報
誌
は
貴
重
な
情

報
源
と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
や
町
の
様
子
を
伝

え
る
事
。
そ
れ
は
、
現
在
だ
け
で
な
く
、

未
来
に
残
す
べ
き
貴
重
な
町
の
記
録
に
な

り
ま
す
。
広
報
と
ね
は
、
今
ま
で
も
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
町
の
姿
を
記
録
し
続
け

て
い
き
ま
す
。

平成7年2月号（第371号）
タイトル表記がマイナーチェ
ンジ。全体的に、写真が表紙
を占める割合が増え、文章の
大きさも比較的大きくなった

参考：「広報とね」でみる利根町のあゆみ

昭和41年3月号（第23号）
この頃より町章のマークが使
われ、表紙に写真が入る構成
になった。また、上下折りた
たみの造りも廃止され、現在
のような造りに変化している

広報とね 700号企画

広報とねの変遷
昭和 39年に創刊されてから、時代の移り
変わりとともに広報とねも変化し続けてき
ました。町の主な出来事と合わせて、広報
とねの変遷をたどってみましょう！

昭和 45年頃の広報とねには４
コマ漫画が掲載されていた

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

な
る
広
報
紙
を
目
指
し
て

　
　
現
在
、
広
報
と
ね
で
は
、
特
集
ペ
ー
ジ

の
中
で「
シ
リ
ー
ズ
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
」

を
平
成
29
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。
町
内

で
活
躍
す
る
方
や
団
体
を
取
材
し
、
町
へ

の
思
い
な
ど
を
紹
介
す
る
内
容
で
す
。
ま

た
、
背
表
紙
の
「
と
ね
ま
ち
プ
レ
イ
バ
ッ

ク
」
で
は
利
根
町
の
発
刊
当
時
の
広
報
と

ね
や
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い

た
だ
い
た
昔
の
写
真
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。一
方
通
行
だ
け
の
広
報
で
は
な
く
、

町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
る
よ
う
な
広
報
紙
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和50年7月号（第136号）
表紙一面に写真が使用される
スタイルが確立

町の公式インスタグラムのストーリーズやリール
機能を使って広報の発行をお知らせする試みを実
施しています。今後は動画で取材内容を紹介でき
るように準備を進めています

昭和40年1月号（第9号）　
現在の新聞のような構成と
なっている。タイトル欄にナ
マズの絵が描かれているとこ
ろも珍しい

昭和60年6月号（第255号）
タイトル表記が一新。また、
タイトル横に掲載していた風
景写真が廃止され、広報その
ものも大きくなった

平成18年5月号（第506号）
タイトル表記・及び記載場所
を一新。かつて町勢が記載さ
れていた箇所は、当月号の主
な内容・目次に変化している

平成29年4月号（第 637号）
DTPスタート
パソコン上で原稿の入力から
編集、レイアウト作業を行う
DTP を導入したことで、校
了直前まで最新記事を入れる
事ができるようになり、デザ
インの自由度も高くなった

昭
和
30
年

「
利
根
町
」
が
誕
生

昭
和
39
年

『
広
報
と
ね
』
第
一
号
発
刊

昭
和
40
年

町
章
が
制
定
さ
れ
る

昭
和
46
年

二
代
目
（
現
）「
栄
橋
」
開
通	

昭
和
56
年

台
風
15
号
に
よ
る
小
貝
川
堤
防
の
決
壊

昭
和
60
年

町
制
30
周
年

「
利
根
町
公
民
館
」
完
成

「
利
根
町
民
の
歌
」「
利
根
町
音
頭
」
完
成

平
成
元
年

利
根
町
役
場
（
現
庁
舎
）
完
成

平
成
13
年

利
根
親
水
公
園
オ
ー
プ
ン

平
成
18
年

若
草
大
橋
完
成

平
成
23
年

東
日
本
大
震
災
発
生
。
震
度
５
弱
を
観
測

平
成
27
年

町
制
60
周
年 主

な
出
来
事

町公式インスタグラム

昭和 56年 9月号
町制施行60周年

◎主な内容
・町の話題��������������� 14～16Ｐ
・お知らせ！募集情報���������� 20～22Ｐ

・利根町観光協会イメージキャラクター決定���１Ｐ
・マイナンバー制度について��������６～７Ｐ
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TONEとね
　町の観光資源や特産品等
をイメージすることがで
き、観光 PR特産品の紹介、
町の魅力を広くアピールで
きるイメージキャラクター
のデザインを募集したとこ
ろ、全国から３８８点の応
募がありました。
　審査の結果、群馬県藤岡
市在住（男性）の方の作品
が選ばれ、利根町観光協会
のイメージキャラクターと
して決定いたしました。

キャラクター紹介
　帽子の３色の青は、利根
川・小貝川・新利根川を表
し、この豊富な水がはぐく
む特産品のコシヒカリの稲
穂と、町の木「さくら」と
町の花「カンナ」が帽子の
飾りとなっています。両耳
はコシヒカリの米粒。薄青
のシャツと緑色の吊りズボ
ンは、きれいな空気と広が
る田園を意味し、ボタンに
は町特産の「いちご」と「ア
スパラ」。オレンジ色の靴
は、みんなの笑顔が輝くま
ちをイメージし、それを目
指す「利根町」を白地の町
章で表しています。

利根町観光協会イメージキャラクター　とねりん

キャラクター名（愛称）

とねりん

初めまして
とねりんです。
かわいがって
くださいね！

平成 27年 11月号

Apr.2017
No.637

４

町民の「元気」は、利根町の財産！子どもや若者
たちが、 もっと元 気になれるまちを目指します。

P2~3

ＯＮＥＴＯＮＥ
広報とね 「広報とね」は、今月から

新しくなりました。
これからもよろしくお願い
いたします !

町民の「元気」は、利根町の財産！子どもや若者
たちが、 もっと元 気になれるまちを目指します。

利根町元気プロジェクト!
始動 !

特 集

新コーナー
・わが家のアイドル写真館
・利根ヘルスメイトおすすめ 健康レシピ
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　この特集記事の中では、一般的なものを指す時に「広報誌」、
広報とねそのものを指す時には「広報紙」という使い分けをして
います。日本広報協会のホームページでは、以下のように説明さ
れています。

『新聞紙が「紙」、雑誌が「誌」と使い分けられているように、
タブロイド判など新聞紙型の場合は「広報紙」、A4 判などの
雑誌型の場合は「広報誌」と表記するのが、一般的な考え方と
言えるでしょう。しかし、自治体では判型に関わらず「広報紙」
と表記することが多く、日本広報協会でも「広報紙」表記にし
ています。これはかつての広報紙が圧倒的に新聞紙型だったこ
とによります。現在では A4 判雑誌型のものが主流になってい
るため、厳密に言えば「広報誌」と書くべきなのかもしれませ
んが、「広報紙」表記は既に市民権を得ていると解釈できるで
しょう。』

広報 誌？ 広報 紙？

4令和 4年 7月（No.700）5 令和 4年 7月（No.700）


